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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the seventeenth article based on our research and results in which we studied the 
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[一]今有均輸粟、 甲縣一萬戸、 行衟八日。 乙縣九千五百戸、 行衟十日。 丙縣一萬
二千三百五十戸、 行衟十三日。 丁縣一萬二千二百戸、 行衟二十日、 各到輸所。 凡
四縣賦、 當輸二十五萬斛、 用車一萬乘。 欲以衟里遠近、 戸數多少、 衰出之。 問粟・
車各幾何。
答曰、甲縣粟八萬三千一百斛、車三千三百二十四乘。乙縣粟六萬三千一百七十五斛、
車二千五百二十七乘。 丙縣粟六萬三千一百七十五斛、 車二千五百二十七乘。 丁縣
粟四萬五百五十斛、 車一千六百二十二乘。
均輸[2]術曰：令縣戸數、 各如其本行衟日數而一車、 以爲衰[3]。 甲衰一百二十五、 乙・
丙衰各九十五、 丁衰六十一、 副幷爲法。 以賦粟車數乘未幷者、 各自爲實[4]。 實如






















































































注：（1 0）甲県から輸所への移動が 8 日であるので、 8 戸ごとに 1 車を出すと考えるので
ある。
　　　以下、乙・丙・丁県も同じように考える。
　　（1 1）注（10）より考えると、すべての戸が 1日 1車を出すことになる。










[5][劉注]各置所當出車、 以其行衟日數乘之、 如戸數而一、 得率。 戸用車二日四十七分日



























[6]臣淳風等謹按、 縣戸有多少之差、 行衟有遠近之異。 欲其均等、 故各令行[衟][一]日數
約戸爲衰。 行衟多者少其戸、 行衟少者多其戸。 故各令約戸爲衰。 以八日約除甲縣、 得
一百二十五。 乙・丙各九十五。 丁六十一。 於今有術、 副幷爲所有率、 未幷者各爲所求率、
























の戸数を割り、13で丙県の戸数を割ると、各々 95が得られる。 2 旬（20日）で丁県の
戸数を割れば、61が得られる。
[7][劉注]輩、配也。車・牛・人之數、不可分裂。推少就多、均賦之宜。今按甲分既少、宜從於乙、


















　　　 3  ．大きい方の端数が分母を超えた時は、その県の割り当てに 1人を加え、また端
数だけを取り出す。




　　　　 （ 1 回目）2 によって甲 0  乙50、丙28、丁16となるので、 3 によって乙には 1 人
割り当てが増やされ、新しい端数の分子は 3となる。
　　　　（ 2回目）2によって甲 0  乙 0 、丙31、丁16となる。










[二]今有均輸卒。 甲縣一千二百人、 薄塞。 乙縣一千五百五十人、 行衟一日。 丙縣
一千二百八十人、 行衟二日。 丁縣九百九十人、 行衟三日。 戊縣一千七百五十人、
行衟五日。凡五縣賦、輸卒一月一千二百人。欲以遠近・（戸率)[人數][一]多少衰出之。
問縣各幾何。
答曰、 甲縣二百二十九人。 乙縣二百八十六人。 丙縣二百二十八人。 丁縣
一百七十一人。 戊縣二百八十六人。
術曰、 令縣卒、 各如其居所及行衟日數而一、 以爲衰[8]。 甲衰四、 乙衰五、 丙衰四、















































1 日かかる。丙県は1280人で、移動には 2 日かかる。丁県は990人で、移動には 3 日





甲の衰は 4、乙の衰は 5、丙の衰は 4、丁の衰は 3、戊の衰は 5となる。これを別に
併せて法とする。人數を未だ併せていない各々の衰に掛けて各自を実とする。実を法
で割ると答えになる。分数が有る場合は、上下にその分数を配分する。
[8][劉注]按、 此亦以日數爲均、 （居所）[發卒][一]爲輸。 甲無行衟日、 但以居所三十日爲率。
















うとすれば、甲県は30人で 1人を出し、乙県は31人で 1人を出させるのである。 1人
を出すのは、労役を計れば、皆 1人 1日となり、それでもって平均の率とすることが
できる。


























[10]臣淳風等謹按[一]、 爲衰。 於今有術、 副幷爲所有率、 未幷者各爲所求率、 以賦卒人數爲
所有數。 此術以[二]别、 攷則意同。 以廣異聞、 故存之也。 〈各置所當出人數、 以其居所及行






















[11][劉注]輩、 配也。 今按、 丁分最少、 宜就戊除。 不從乙者、 丁近戊故也。 滿法除之、 有






















　　　　端数の分母は 7で、分子は甲 4、乙 5、丙 4、丁 3、戊 5である。
　　　　 （ 1 回目） 最小の丁 3を、最大の戊 5に加える（丁には戊が乙より近い）。②によっ
て戊には割り当てが 1 人増やされ、新たな端数の分子は甲 4、乙 5、
丙 4、丁 0、戊 1となる。
　　　　 （ 2 回目） 最小の戊 1 を、最大の乙 5 に加える。新たな端数の分子は甲 4、乙 6、
丙 4、丁 0、戊 0となる。
　　　　 （ 3 回目） 最小の丙 4（乙から甲と丙は遠近が同じだが、下位を上位に加える原則
に従う）を、最大の乙 6に加える。②によって丙には割り当てが 1人増
やされ、新たな端数の分子は甲 4、乙 3、丙 0、丁 0、戊 0となる。









[三]今有均賦粟。 甲縣二萬五百二十戸、 粟一斛二十錢、 自輸其縣。 乙縣一萬
二千三百一十二戸、 粟一斛一十錢、 至輸所二百里。 丙縣七千一百八十二戸、 粟一
斛一十二錢、 至輸所一百五十里。 丁縣一萬三千三百三十八戸、 粟一斛一十七錢、
至輸所二百五十里。 戊縣五千一百三十戸、 粟一斛一十三錢、 至輸所一百五十里。








術曰、 以一里僦價乘至輸所里[12]、 以一車二十五斛除之[13]、 加以一斛粟價、 則致
一斛之費[14]。 各以約其戸數爲衰[15]。 甲衰一千二十六、 乙衰六百八十四、 丙衰








































































訳：これは、 1 戸あたりの出す銭を等しくするのである。本題の設問で、「 1 車には25斛















訳：1 斛の価格に 1斛の運搬費を加えると、粟 1斛を運搬するのにかかる「運搬」の総費
用である。甲の 1斛の総費用は20銭、乙・丙は18銭、丁は27銭、戊は19銭となる。
[15][劉注]言使甲二十戸共出一斛、 乙・丙十八戸共出一斛、 計其所費、 則皆戸一錢、 故可
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爲均賦之率也。 （計經賦之率、 既有戸算之率、 亦有遠近貴賤之率。 此二率者各自相與通。
通則甲二十、 乙十二、 丙七、 丁十三、 戊五。 一斛之費謂之錢率、 錢率約戸率者、 則錢爲母。
戸爲子。 子不齊、 令母互乘爲齊、 則衰也。 若其不然、 以一斛之費約戸數、 取衰。 竝有分、
當通分内子約之、 於算甚繁。 此一章皆相與通功共率、 畧相依似。 以上二率下一率亦可放此、
從其簡易而已。 又以分言之、 使甲一戸出二十分斛之一、 乙一戸出十八分斛之一、 各以戸數
乘之、 亦可得一縣凡所當輸、 倶爲衰也。 乘之者、 乘其子、 母報除之。 以此觀之、 則以一斛
之費約戸數者、 其意不異矣。 然則可置一斛之費而反衰之、 約戸以乘戸率爲衰也。 合分注曰

































[17]臣淳風等謹按、 此以出錢爲均。 問者曰 「一車載二十五斛、 與僦一里一錢。」 一錢、 即
一里僦價也。 以乘里數者、 欲知僦一車到輸所用錢、 甲自（出）[輸]其縣、 則無取僦之價。 以
一車二十五斛除之者、 欲知僦一斛所用錢。 加一斛之價於一斛僦直（値）、 即凡餘粟取僦錢。




計經賦之率、 既有戸算之率、 亦有遠近貴賤之率。 此二率者各自相與通。 通則甲二十、 乙
十二、 丙七、 丁十三、 戊五。 一斛之費謂之錢率。 錢率約戸率者、 則錢爲母。 戸爲子。 子不
齊、令母互乘爲齊、則衰也。 若其不然、以一斛之費約戸數、取衰。 竝有分、當通分内子約之、
於算甚繁。此一章皆相與通功共率、畧相依似。以上二率・下一率亦可放（倣）此、從其簡易而已。
又以分言之、 使甲一戸出二十分斛之一、 乙一戸出十八分斛之一、 各以戸數乘之、 亦可得一
縣凡所當輸、 倶爲衰也。 乘之者、 乘其子、 母報除之。 以此觀之、 則以一斛之費約戸數者、
其意不異矣。 然則可置一斛之費而反衰之、 約戸以乘戸率爲衰也。 合分注曰 「母除爲率、 率

















































































































[四]今有均賦粟。 甲縣四萬二千算、 粟一斛二十、 （傭價一日一錢)[一]、 自輸其縣。
乙縣三萬四千二百七十二算、 粟一斛一十八、 傭價一日十錢、 到輸所七十里。 丙
縣一萬九千三百二十八算、 粟一斛一十六、 傭價一日五錢、 到輸所一百四十里。 丁
縣一萬七千七百算、 粟一斛一十四、 傭價一日五錢、 到輸所一百七十五里。 戊縣
二萬三千四十算、 粟一斛一十二、 傭價一日五錢、 到輸所二百一十里。 己縣一萬
九千一百三十六算、 粟一斛一十、 傭價一日五錢、 到輸所二百八十里。 凡六縣賦粟
六萬斛、 皆輸甲縣。 六人共車、 車載二十五斛。 重車日行五十里、 空車日行七十里、








加載輸各一日[19]、 而以六人乘之[20]、 又以傭價乘之[21]、 以二十五斛除之[22]、 加一






























































































　　 乙県は34272算で、粟 1斛が18銭、輸送人雇い賃は 1日10銭、輸送地まで70里である。
丙県は19328算で、粟 1 斛が16銭、雇い賃は 1 日 5 銭、輸送地まで140里である。丁
県は17700算で、粟 1 斛が14銭、雇い賃は 1 日 5 銭、輸送地まで175里である。戊県
は23040算で、粟 1 斛が12銭、雇い賃は 1 日 5 銭、輸送地まで210里である。己県は
19136算で、粟 1斛が10銭、雇い賃は 1日 5銭、輸送地まで280里である。 6県の合計




















[18]臣淳風等謹按、 此術重往空還、 一輸再行衟也。 置空行一里用七十分日之一、 重行一里
用五十分日之一。 齊而同之、 空・重行一里之路、 往返用一百七十五分日之六。 （定）[完]言
之[一]者、 一百七十五里之路往返用六日也。 故幷空・重者、 齊其子也。 空・重相乘者、 同其


























2 回同じ道を行くのである。空車で 1 里を行くと 1―70日かかり、積載車で 1 里を行く
と 1―50日かかる。斉同術で計算すると、空車と積載車で各々 1 里の距離を行くと、往


























訳：1 斛を運ぶ雇い人の賃金に 1斛の値段を加えると、すなわち 1斛の粟を運ぶために雇
うのに必要とする銭が得られる。
[24]今按、 甲衰四十二、 乙衰二十四、 丙衰十六、 丁衰十五、 戊衰二十、 己衰十六。 於今有術、









[25][劉注]各置所當出粟、 以其一斛之費乘之、 如算數而一、 得率、 算出九錢一百三十三分
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